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Ⅰ はじめに 
本研究は，教師の「教え方」に関心をよせた「効果

の原因と結果（因果）の解明」による「技術的実践の
授業分析」１）ではなく，子どもの「学び」に関心を
よせた「経験の意味と関係（因縁）の解明」による
「反省的実践の授業研究」１）を目指し，小学校第3
学年の体育科実践におけるビジュアル単元履歴を活用
した授業省察の試みを報告した前報２）に続くもので
ある。前報では陸上運動系の「跳ぶ運動」の実践報告
であったが，本研究では器械運動系の「跳び箱運動」
の実践報告とする。そして，前報では及ばなかった
「教材化を教材にする」３）ことを取り上げていきた
い。その理由について，少し長いが引用する。 

『たしかに学習指導要領の解説書や市販の技術指
導書等には数多くの「教材化された教材」が紹介さ
れており，その指導法等も解説されている。しかし
これらは教材された「結果」であり，そこに教材化
の理由や根拠，あるいはそれに取り組んだ子どもた
ちの実態等が述べられているわけではない。また執
筆者の側からいえば，これらは適用される子どもた
ちの実態に応じて〈さらに教材化〉されることが望
ましいと考えられているものでもある。しかし多く
の場合，それぞれの教師によって〈さらに教材化〉
されることは少なく，これが体育実践を低調させる
重要な一因ともなっている。』４） 
前報のビジュアル単元履歴は，「教材化された教

材」の借用ではなく，仮に百歩譲ってそうだとしても
授業の実際は常に唯一無二になっていくものである。
それを写真で残すビジュアル単元履歴は，授業にも個
性があること示している。その履歴は，教師と子ども
たちが積極的に教材化した結果といえる。教材化は教
師だけによって行わればよいというものではく，子ど

もたちもまたこれに積極的に加わることによって，教
材化という作業それ自身が学習活動となる。５）つま
り，ビジュアル単元履歴は，「教材化を教材にする」
ことを描くものである。 
では，ビジュアル単元履歴は，教師の力量形成に資

するといえるのだろうか。専門家としての学びにおけ
る3つの基本原理がある６）。 
１．教師の専門家としての学びは，学習者の内的な

必要性を伴うとより効果的になる。 
２．教師の専門家としての学びは，学習者の経験に

根ざすとより効果的になる。 
３．教師の専門家としての学びは，学習者が自身の

経験を省察するとより効果的になる。 
この3の原理については，先入観が潜在化しやすい

といわれる６）。だからこそ，運動が学びの対象とな
る体育授業において，教師や子どもたちの潜在化した
先入観を明らかにしておくことが求められる。民放等
の20段を越える跳び箱をモンスターと称して跳び越
す競技や高さを誇るギネス世界記録は，すでに学習に
入る前に，教師も子どもたちも跳び箱は高さを競うも
のという先入観をもっている場合は少なくないと考え
る。そこで本研究では先入観に着目して，跳び箱運動
における「教材化を教材にする」ことを検討する。 

Ⅱ 実践の報告 
１ 実践の概要 
本実践は，S小学校第3学年の体育科「器械運動

（跳び箱運動）」である。2022年12月に実施した。
年間指導計画をふまえて，6時間扱いとした。 
単元目標は「器械運動（跳び箱運動）」の前段階に

位置づく「器械・器具を使った運動遊び（跳び箱を使
った運動遊び）」との関連性を考慮した。小学校学習
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指導要領及び解説に示す指導内容は2学年で構成され
ている。そのため，各学校の実態に応じることがで
き，いかに学びの連続性を保障するかが鍵となる。そ
こで，本実践では第3学年と第4学年は短絡的に同一
授業内容とするのではなく，発達段階及び学習履歴を
考慮すると，第3学年は第2学年の「器械・器具跳の
運動遊び」の学びを基軸にしていくことが子どもにと
っては学習履歴がつながりやすくなると考えた。 
また，本実践は，技の習得を目指す教師主導の技術

指導を中心とするのではなく，子どもたちの動きの探
究を中心としたいと考えた。そこで，見本となる技の
提示及びその見本にできるだけ近づけるための練習と
出来栄え評価という「見本・練習・出来栄え評価」と
いう指導過程ではなく，学びの主題を設定し，その主
題に迫るための探究とその表現という「主題・探究・
表現」という学習過程となるようにした。 
なお，単元構成は，同じ授業内で回転系と切り返し

系の両方を指導する場合，回転系を先に取り上げる
と，切り返し系の学習の際に回転感覚が残っていて事
故につながることがあるから，切り返し系を先に取り
上げるようにした７）。 
前報では「導入が学習を方向づける」ことを検討し

た２）。そこで第1時では「跳び箱で一番むずかしい
のは何段？」とする主題を準備した。第2時「おしり
をあげて，手よりも前に着地しよう」及び第3時は指
導資料８）９）を参考にした。第4・5時は回転系の探究
課題とした。第6時は第1・2・3時の切り返し系，第
4・5の回転系のそれぞれの探究課題になるように構
成した。いずれの学習活動に際しては，試行すること
を尊重して，「やってみて・広げる」と「やってみ
て・深める」という学習過程を念頭に置き，実践し
た。 
授業者は授業中に子どもたちの学習状況を随時，撮

影したり，授業終盤での子どもたちの感想文を書かせ
たりした。これらの資料を授業後に，一覧表の列に整
理した。単元をひとまとまりとして構成する一覧表で
あるため，毎時の列は情報量が制限される。そのた
め，授業者は，子どもの学習状況をより鮮明に思い出
しながら，印象的な授業場面を想起する写真を選ぶこ
とになる。また，これらの写真は，単元を通しての子
どもの学習状況を把握することにもなる。さらに，他
の授業者が追試及び授業計画の際には，具体的な子ど
もの学習状況から考案できることに期待できる。特
に，次年度の担任する授業者にとっては，子どもたち
の系統的な学びをふまえることができ，有益な情報と
なると考える。なお，本研究のビジュアル単元履歴の
作成においては学校長及び保護者の許可を得る等，個
人情報保護に配慮した。 
 
２ ビジュアル単元履歴 
 表１はビジュアル単元履歴①である。これは「めあ
て」「発問」「学習活動」「評価」の4項目に整理し
たものである。学習活動では授業実践での写真と授業
中の印象的な子どもたちの学習状況やつぶやき等を吹
き出しに添えた。 
表２はビジュアル単元履歴②である。これは「めあ

て」「活動」「振り返り」の3項目で整理したもので
ある。毎時の子どもの感想文を添えて，子どもたちの
学びを履歴の中心とした。 
 

３ ビジュアル単元履歴を活用した授業省察 
（１）先入観の外在化と意外性 
第1時の写真では，四つん這い歩き（表1の第1時

の一番上の写真）と０段チャレンジ（表１の第1時の
上から４枚目）は，いずれも頭よりも腰の位置が高
く，腕支持及び腕支持での跳躍が必須となる。立位及
びしゃがみ姿勢から床やマット1枚への着手は，落差
がある。さらに，回転方向を切り返す動きが求められ
る。ところが跳び箱の段数が高くなると落差は少なく
なる。つまり，切り返しの動きは，落差が最大となる
跳び箱0段が最も負荷が大きいことになる。しかし，
子どもたちの感想には，第1時では「跳び箱は，高い
方がかんたんなんだと思いました」や「最初はつまら
ないなと思ったけど，高く跳べる方がかんたんとわか
ってビックリしました」とある。つまり，高い段は難
易度が高いという先入観があり，それを適切な「四つ
ん這い歩き」「かえる跳び（手よりも前）」「足打ち
かえる跳び」「０段チャレンジ」「1段チャレンジ」
の教材群が，内在化していた先入観を外在化させたと
いえる。「どうして小さい段の方がむずかしいのか気
になります。ぜんぜん跳べなかったです」という感想
は，知的好奇心の現れでもあるといえる。 
（２）「やってみる」という態度形成と教材化 
第1時のふり返りでは「段があるよりも，ただのマ

ットの方がむずかしいということがやってみてわかり
ました」「やってみたら，高く跳ぶのは別にすごいこ
とではないんだとわかりました」とある。前報に引き
続き，本実践においても「やってみること」を尊重す
るという学習態度の形成の一助になっていると考え
る。これは，運動世界に入る前に熟慮するのではな
く，運動の中に身を置き，運動とのかかわりの中から
学ぼうとすることは，試行の優先化といえる。ここに
も「めあて」が探究テーマとなり，「発問」がその具
体化を担っている。たしかに「教材化された教材」が
授業前に準備されている。しかし，子どもたちと教師
が切り返し系や回転系のもつ面白さを探究するプロセ
スが，「教材化を教材にする」ことになっていたと考
える。また，第4時の感想には，「マットの跳び箱？
の上で前回りをしたらやわらかいから楽しかった。」
「寒いのに汗だくだよ…。つかれた。グー跳びどうや
るの？あと頭だけ？手はパッとなっていると思うんだ
けど。」「跳び箱の上で前転ができました。次は側転
もやってみたいです。」とある。「台上前転」という
技名ではなく「マットの跳び箱」「跳ぶ箱の上で前
転」としている。「開脚跳び」という技名ではなく
「パー跳び」，「かかえ込み跳び」では「グー跳び」
としている。ここにも今できる動きから始める地平線
に立つことで，「教材化を教材にする」ことが実現で
きていると考える。 
（３）物語の再編化 
 第2時の感想には「長い跳び箱を跳べてうれしかっ
たです。自分が跳べるなんてビックリしました。」
「かえるで向こう側までいくのが４回でいけてうれし
かったです。」とある。「教材化を教材にする」とい
うことは，子どもたちにとって先入観で束縛してきた
跳び箱運動との物語を再編する契機がある。つまり，
「跳び箱運動においては自分が跳べるなんてない」と
いう物語である。しかし，子どもたちが教師と共に
「教材化を教材にする」ことは，「自分が跳べる物
語」へと再編することができる。ビジュアル単元履歴 

鈴木 一成・相羽 亮介

－204－



ビ
ジ
ュ
ア
ル
単
元
履
歴
を
活
用
し
た
授
業
省
察
の
試
み
（
第
二
報
）

－
2
0
5
－



鈴
木
 
一
成
・
相
羽
 
亮
介

－
2
0
6
－



 

  

は体育の学びの歩みそのものであり，体育の学びの物
語である。それを再編できるということは，決められ
た教材を授業の中にただ持ち込むことでは実現できな
い。授業の中で教材化していく中で，物語の編み直し
ができる。その契機がどこにあるのか，何が変化した
のかを振り返ることにも，先入観を対象とする学びが
あると考える。 
 

Ⅲ おわりに 
本研究では，小学3年「跳び箱運動」の実践よりビ

ジュアル単元履歴を活用した授業省察の試みを報告す
るとともに，前報では及ばなかった「教材化を教材に
する」ことを先入観に着目して検討した。 
ビジュアル単元履歴は，子どもたちと教師の学びの

足跡である。本研究では，先入観の外在化と意外性，
「やってみる」という態度形成と教材化，物語の再編
化の3点と検討した。体育授業は「子どもにとっても
教師にとっても一生に一回しかないこと（一回性）」
「二度と同じことはできないこと（再現不可能性）」
「子どもも教師も代わりがきかない，誰とも代えるこ
とができない存在であること（固有性・個別性）」と
いう考え方から，これらの3点は教材化過程の標準化
や一般化を図ることではなく，教材理解を促進するこ
とを図るものである。ビジュアル単元履歴が「教材化
を教材にする」体育授業の創出の一助となれば幸いで
ある。 
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